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変革から発展へ 森林業（しんりんぎょう）新時代

従来の「林業」を超え、森林の持つ多様な可能性から新しい価値を見出し、
“22世紀に向かって”創造する GLOCAL RENOVATOR（※）を目指そう！！

樹林学実習 林業機械実習 スノーシュー実習

エリンギ栽培実習
ゲームによる
林業安全教育木材市場実習

従来の「林業」
木材資源の活用と治山・治水

私たちの目指す「森林業」
林業を起点とし、森林資源をフル活用
した多様なサービスのビジネスとして
の展開可能性を追求

森林資源の可能性
環境保全、木材・バイオマス、きのこ
・山菜・アロマ製品等の非木材森林産品、
ツーリズム・レクリエーション・環境教育

※GLOCAL RENOVATORとは、世界（GLOBAL）の視点と、
地域（LOCAL）の細やかさを備え、農林業の枠組みを変革で
きる人材を指します



「理論」と「実践」を
関連づけて学べる

ハイブリッドな教育で
実践的かつ応用的な能力を開発

従来の林業を超えた多様な理論の学び
• 各種森林施業と林産品の生産技術
• きのこ＆山菜の生産／木材の加工＆販売
• 経済／経営／法律／税制など経営管理
• スマート林業／森林生態系サービス利用
• SDGs／国際取引／ビジネス英語
• 建築／デザイン／マーケティング

学んだ理論を実践で確認できる環境
• 学内外の多様な演習林（計450 ha）
• スマート森林業研究・研修センター
• 現場のリアルを学ぶ実地体験実習
• 広く実務と経営を学ぶ臨地実務実習
• 現場の問題解決に直結した卒業研究

少人数教育で徹底サポート
各学年８名の学生定員に対し
教員９名のマンツーマン体制

森林の豊かな力を活用した
新ビジネスを展開できる

リーダーを輩出
※本学卒業時に「森林業学士（専門職）」の学位を授与

その他取得を目指せる資格
車両系建設機械技能講習、森林情報士2級、
赤十字救急法救急員、日商簿記2級など

様々な資格の取得が可能

高性能林業機械操作 特別教育

チェーンソー・刈払機の安全教育

【問合せ先】
TEL: 0233-25-8302（教務学生課）
E-mail: kyoumu@tpuaf.ac.jp
アクセス、学科紹介（講義・実習詳細）
入試情報などは大学HP参照

https://tpuaf.ac.jp/university/

キャンパスは山形県新庄市国内外での現場実習を通して
実践経験を深められます

演習林実習：360時間以上（1～2年生）
森林調査、伐木・造林・保育、林産物に
ついて実地で幅広く学べます

臨地実務実習：年間30日（2～4年生）
東北地方の森林業関連事業体（R7：62
カ所）から自らの将来に合致する1ヶ所
を選択し、実務のための技術にとどまら
ず管理・経営まで幅広く学べます

国際農業・森林業実習：約1週間
協定締結校（タイ・カセサート大学、
オーストラリア・マードック大学等）で
国際的な視点が養えます（希望者）

☆「やまがた森林業次世代人材育成支援金」
本学森林業経営学科の学生で、卒業後6年
以上、県内の森林業分野へ就業する方に、
在学中最長4年間、年75万円（4年間で総
額300万円）を給付します

オープンキャンパス : 7/12（日）、7/26（日）、8/22(土)

＜新企画＞森林業理解促進研修（高校生対象）: 8/5(水)（予定）


